
 

 

 

 

６月も元気に 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 火  

２ 水 視力検査 (１年) 

３ 木 聴力検査 (３年) 

ＳＣストレスチェック (６年) 

４ 金 聴力検査 (５年) 

集団下校 (５時間目終了後) 

５ 土  

６ 日  

７ 月 朝会 

６年出前授業 

８ 火 ６年出前授業 

聴力検査 (２年・杉の子) 

９ 水 歯科検診 (１年・２年・３年・杉の子) 

１０ 木 避難訓練(雨天延期) 

ＳＣストレスチェック (５年) 

１１ 金  

１２ 土  

１３ 日  

１４ 月 避難訓練予備日 

１５ 火 百マス認定会(ひき算) 

１６ 水 委員会③(卒業アルバム記念撮影) 

歯科検診 (４年・５年・６年・杉の子) 

プール清掃 (体育委員) 

１７ 木 代表委員会(１３：１０～) 

１８ 金 尿検査(再) 

１９ 土  

２０ 日  

２１ 月 内科検診 (２年・６年) 

２２ 火  

２３ 水  

２４ 木 聴力検査 (１年) 

２５ 金 内科検診 (３年・５年) 

２６ 土  

２７ 日  

２８ 月 ５時間目終了後下校(１～６年) 

研究大授業６年(５時間目) 

２９ 火 脊柱側湾症検診 (５年) 

３０ 水 クラブ① 
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６月の予定 

７月の予定 

１日(木)   大島子どもまつり 

１６日(金)  給食終了 

２０日(火)  終業式 

大島の風 

  ２年生は、植木鉢で夏野菜(枝豆、ミニトマト、

なすび、きゅうり、ピーマン)を育てはじめました。 

「お家の人が好きだから食べさせてあげた

い！」「苦手な野菜を食べることができるようにな

りたい！」などの想いを大事にして、自分の育て

たい野菜選びからスタートしました。苗を植える

ために、自分たちで土づくりからはじめ、毎日の

水やりに取り組んでいます。 

 「先生、花が咲きました！」「どんどん大きくな

ってる！」と毎日嬉しそうに観察しています。 

 これからどんどん大きくなっていくのが楽しみ

です。 

(２年生担任一同) 

新年度がスタートし、早いもので６月に

なります。昨年度の場合ですと、ちょうど

この６月が、４月、５月の学校休業を経て、

ようやく学校再開となった月なのでした。 

振り返ってみますと、子どもたちが学校

に登校してくるのを心待ちにしていた毎

日でしたが、緊急事態宣言が解除となり、

学校に子どもたちがいるという、ごくごく

当たり前の毎日がとてもうれしく、もう二

度と休業にさせないでほしいと強く願っ

たものでした。 

今年度は、４月より、一つひとつの取り

組みにおいて感染防止対策を含め、創意工

夫を凝らしながら進められてきておりま

す。本当に幸せなことだと思っています。 

 

さて、本校で月に１回実施しているテレ

ビ朝会では、子どもたちに何度かお話をし

ましたが、「あいさつ」のことです。朝、

子どもたちの登校時に、南門に立っており

ますと、「おはようございます」とあいさ

つをする子ども、こちらのあいさつに「お

はようございます」と返してくれる子ど

も、ただうなずくだけの子ども、そして、

何も言わないで通り過ぎる子ども。いろん

な子どもがいます。 

最初、テレビ朝会で、「あいさつ」のこ

とを話すべきかどうか、正直ちょっと悩み

ました。「あいさつ」は「やりなさい」と

言われてするものではなくて、自然にでて

くるものという感覚があったからです。 

 

 

 

 

 

 

 

ただ、「あいさつ」ができるというのは、

これから成長していく子どもたちにとっ

て習慣になっていかなければならないこ

とでもあるので、思い切って話してみまし

た。 

朝会の翌日、あいさつをする子どもが少

し増えたように感じました。中には、門の

前を通り過ぎる時に、一緒に歩いていた友

だちに、「校長先生が昨日言ってたやろ、

ほら、あいさつ」と言ってくれる子どもも

いました。それを聞いてとてもうれしい気

持ちになりました。 

 

 

 

 

 

毎朝、生活委員会のあいさつ当番の子ど

もたちが、元気に頑張っています。声をし

ぼりだして大きな声で、登校してきた子ど

もたちに向かってあいさつをしてくれて

います。その様子を見て、こちらもたくさ

んのエネルギーをもらっています。いつも

微笑ましく思っています。「たかがあいさ

つ、されどあいさつ」あいさつをするとお

互いが清々しい気持ちになれる、大島小学

校が子どもたちのあいさつであふれるよ

うな学校になってほしいと願っています。 

ご家庭でも機会がありましたら、あいさ

つについてお話しいただけたら幸いでご

ざいます。 

 

今後とも、保護者の皆さまにおかれまし

ては、これからも本校の教育にご支援ご協

力をどうぞ宜しくお願いいたします。 

(校長  井上 雅登） 

 

 

おおしまコラム  

「ファーストペンギンって知ってます？」 

テレビで見るペンギンは集団で動いているように思

えますが、実は最初の一羽が動くまではじっとして

います。最初の一羽が海にとびこんだり、先に進ん

だりすることで他のペンギンもついて行っています。 

最初の１羽は勇気が必要です。敵に会うかもしれ

ないし、けがをするかもしれません。しかし、最初に

行動することで、エサに一番にありつけたり、安全

な場所に到達できたりします。 

誰かが動くまで待つ、誰もしてないからしない、と

いうことありますね。最初の一人は勇気がいりま

す。しかし、この「ファーストペンギン」の気持ちを持

っている人は、成功をつかんでいることが多いで

す。このファーストペンギンの精神を持って、自分の

殻を打ちやぶり、誰も挑戦しないことに挑戦してみ

てはいかがですか？  

 

「ファーストペンギン」とは、チャレンジ精神を持って

行動する人を、尊敬を込めて呼ぶ言葉です。 

勇気を出してチャンスをものにする人のことです。 

（教頭 藤本 哲也） 

 


